
伊東静雄貿　受賞者（敬称略）
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第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

本多　寿

（奨励賞）角田清文・堀内統義・福田尚美

新井章夫

（奨励賞）池　崇一・柳生じゅん子・甫守哲治

貝原　昭

（奨励賞）遠藤昭己・帆足みゆき・森　一歩

遠藤昭己

（奨励賞）寺下昌子・浦川ミヨ子・城　千枝

松本知沙

小林陽子

（奨励賞）羽田敬二・門田照子・福　明子

帆足みゆき

（奨励賞）小町よしこ・谷本州子・中山直子

村尾イミ子

真下宏子

彦坂まり

斉藤礼子

（奨励賞）おおむらたかじ・下川敏明

原利代子

（奨励賞）頼圭二郎・池谷敦子

（奨励賞）在間洋子・新垣汎子

西村泰則

（奨励賞）和井田勢津・飽浦　敏

谷元益男

〈問合せ先〉
諌早市芸術文化連盟　　℡0957－22－1103
発表誌「諌早文化」ご希望の方は振替01820－4－24915

諌早市芸術文化連盟まで10号と指定してお申し込み下さい。

誌代1部1，300円（送料含）

〈事務局〉
〒854－0014長崎県諌早市東小路町10－25
諌早市芸術文化連盟　　℡0957－22－1103
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葬
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に
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菜
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ら
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伊
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静
銀
貴
史
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品
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十
五
回
伊
東
静
雄
賞
作
品
募
集

≪趣　旨≫

諌早が生んだ詩人伊東静雄。独自の強烈な精神

で、日本の詩界に足跡を刻んだ詩業を顕彰し、文学

の振興と豊かな芸術文化の高揚に資するため、毎

年優れた現代詩を示した詩人にこの賞を贈ります。

≪応募方法≫

現代詩　題名含め40行以内、未発表の作品で

1人1篇のみ。（新聞・雑誌・同人誌・ホームペー

ジ・ブログその他のメディアで既に発表したもの、

および他の文学賞に応募した作品は除く）A4版

400字詰め原稿用紙2枚以内（パソコン使用

の場合は、A4版20字×20行の縦書きで印字

のこと）欄外もしくは余白に、郵便番号・住所・

氏名〈ふりがな〉（筆名の場合本名も）・年令・

性別・職業・電話番号を明記のこと。作品の返却はしない。

応募料不要。応募者の個人情報は、選考及び本質に関す

る通知、発表以外には使用しません。

≪賞≫
伊東静雄貰　1篇

正賞　賞状　　副賞　50万円
該当作品がない場合は、奨励賞2篇　各25万円

≪応募締切≫

平成26年8月31日（日）当日消印有効

≪原稿送先≫
〒854－0014　長崎県諌早市東小路町10－25

諌早市芸術文化連盟　伊東静雄賞係

≪賞の選考および発表≫

平成26年11月中旬（予定）。発表誌は、市芸術文化

連盟誌「諌早文化」第10号　27年4月発行　選評・

佳作者氏名も掲載します。

≪贈呈式≫
平成27年3月29日（日）

第51回「菜の花忌」終了後、諌早市内で行います。

≪選考委員≫
田中　俊贋氏　　高塚かず子氏

以倉　紘平氏　　伊藤　桂一氏

平成26年4月1日

諌早市・諌早市芸術文化連盟・伊東静雄顕彰委員会


